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庶
務
管
財
係

総

務

係

事
務
電
算
係

リ
ス
ク
管
理
係

企
画
管
理
係

Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ

原

和
宏

荒
木

健
二

曽
根

貫

品
川

克
弘

三
浦

勝
弘

佐
々
木
一
彰

三
上

栄
司

大
石
振
一
郎

大
崎

賢
司

課
長

課
長

課
長

課
長

米
穀
農
産
課

畜

産

課

三
浦

誠
二

監

査

部

澤
津

賀
一

総

務

課

企
画
管
理
課

共

済

課

ロ

ン
セ
ン
タ

金

融

課

燃

料

課

総
合
生
活
課

谷
口
由
香
里

横
宮

隆
幸

加
島

健
史

中
本

満

坂
根

明
子

沖

真
由
美

営
農
企
画
課

農
機
拠
点

セ
ン
タ

課
長

石
橋

洋
之

下
原

和
樹

上
田

健

唐
溪
由
美
子

課
長
補
佐

事
務
管
理
課

臨
時

営
農
指
導
課

課

長

ト
レ

ナ

事

務

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

鎮
波

悠
二

島
根
お
お
ち

統
括
支
店

生

活

部

営

農

部

共
済
指
導
課

共
済
指
導
課

金
融
企
画
課

営
農
企
画
課

営
農
指
導
課

次

長

常務理事地区本部長

服部　幸信

統括部長

森田　武吉

部

長

支
店
長

部

長

部

長

営
農
対
策

特
命
部
長

企
画
総
務
部

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

生
産
資
材
課

出向勤務職員

竹
下

壽
一

旭

支

店

業
務
課
長

口
羽
店

栗
原

達
也

業
務
委
託

大
和
店

日
貫
店

矢
上
店

澤
田

知
美

業
務
委
託

佐
々
木
玉
子

業
務
委
託

松
嶋

辰
巳

業
務
委
託

Ｊ
Ａ
日
貫
店
企
画
運
営
委
員
会

業
務
委
託

市
山
店

堆
肥
セ
ン
タ

畜
産
セ
ン
タ

宮
本
　
咲
織 (

兼
務)

森
田
　
武
吉 (

兼
務)

谷
口
由
香
里 (

兼
務)

日
高
公
王
紀 (

兼
務)

齋
藤
　
剛
志 (

兼
務)

セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
長

中
本
　
　
満 (

兼
務)

桜
井
昌
彦 (

兼
務)

山
豊 (

業
務
委
託)

横
宮
　
隆
幸 (

兼
務)

横
宮
　
隆
幸 (

兼
務)

加
島
　
健
史 (

兼
務)
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（
全
農
出
向
）

本店勤務職員

次
長

元
根

正
規

樋
口
真
理
子

児
玉
千
奈
美

所
長
事

務
取
扱

所
長

所
長

臨
時

臨
時

嘱
託

臨
時

大
林

雅
哉

櫻
井

啓
輔

帶
刀

亮
二

森
川

真
博

大
崎

賢
司

畜

産

係

石
見
加
工
場

販

売

係

旅
行
相
談
係

パ

ト

木
村

有
紀

パ

ト

石
橋

真
悠

日
高
公
王
紀

係
長

臨
時

有
田

伸
司

L
A
東
ブ
ロ

ク

L
A
西
ブ
ロ

ク

松
本

裕
太

中
村

教
次

植
田

尚
子

臨
時

後
藤

友
子

古
川

慎
平

嘱
託

大
内

和
也

山
藤

美
枝

係
長

石
田

竜
二

椿

浩
二

森
脇
登
志
夫

臨
時

岩
谷

恵

宮
内
給
油
所

安
田

隆
一

臨
時

高
橋

博
文

三
藤

晃
生

松
島
記
美
子

益
田

佑
一

静
間

啓
一

臨
時

日
高

美
樹

山
田

洋
子

岡
本

典
生

高
野

大
輔

臨
時

細
貝
多
恵
子

上
田

理
央

臨
時

嘱
託

臨
時

臨
時

岡
田

兼
二

西
田

英
美

福
田

文
男

原
田

由
紀

臨
時

森
田

秀
紀

太
田

雪

宇
山

博
幸

城
納

洸

小
濵

達
也

臨
時 臨

時

藤
井

淳
子

桜
井

昌
彦

大
野

剛

西
川

裕
之

福
島

央
睦

藤
田

健
二

田
平

和
博

奥
野

弘
貴

新
田

敏
弘

臨
時

阿
須
那
給
油
所

梅
田

紀
芳

宮
本

咲
織

齋
藤

剛
志

道
畑

繁
樹

配
達
係 日

貫
給
油
所

日
和
給
油
所

嘱
託

黒
石

瞳

日
高

憲
太

松
嶋

和
弘

渡
邊

典
之

藤
井

晴
之

臨
時

桐
場
伸
昭

業
務
委
託

Ｊ
Ａ
日
貫
店
企
画
運
営
委
員
会

業
務
委
託

ビ
レ

ジ
プ
ラ
イ
ド

業
務
委
託

Ｙ
Ｕ
Ｔ
Ａ
か
プ
ロ
ジ

ク
ト

業
務
委
託

臨
時

臨
時

嘱
託

春
木

順
博

臨
時

西
島

進

森
田

学

森
橋

浩
樹

上
田
万
里
子

河
野

豊
秋

臨
時

中
村

幸
雄

臨
時

臨
時

森
脇
美
也
子

梅
田

哲
二

青
木

克
博

松
本

幸
一

三
次

純
子

嘱
託

山
前

俊
二

岸
田

晃
睦

嘱
託

臨
時

嘱
託

藤
田

哲
也

水
口

恭
子

嘱
託

配
送
委
託

臨
時

臨
時

渡
辺

真
二

臨
時

臨
時

細
川

満
博

大
畑

祐
人

湯
浅

勇

徳
田

信
史

滝
野

陽
一

竹
田

昂
己

片
岡

明
徳

臨
時

臨
時

係
長

係
長

嘱
託

係
長

臨
時

臨
時

井
上

真

景
山

恵
子

坂
本

照
美

嘱
託

係
長

係
長

平
野

弘
二

嘱
託

品
川

克
弘

臨
時

臨
時

城
納

孝
志

清
水

一
美

臨
時

臨
時

臨
時

藤
村

貴
志

係
長

所
長
事

務
取
扱

嘱
託

Ｔ

Ａ

Ｃ

営
農
企
画
係

嘱
託

臨
時

瑞

穂

担

当

整

備

工

場

事

務

係

フ
ロ
ン
ト
マ
ン

配
送
セ
ン
タ

食
肉
加
工セ

ン
タ

桜

江

担

当

大

和

担

当

邑

智

担

当

川

本

担

当

石

見

担

当

羽
須
美
担
当

石
見
燃
料セ

ン
タ

瑞
穂
燃
料セ

ン
タ

花
か
ご
館

葬

祭

係

生

活

係

店

舗

係

出
向
・
休
養

組

合

員

係

発

電

所

庶
務
管
財
係

総

務

係

事
務
電
算
係

リ
ス
ク
管
理
係

企
画
管
理
係

Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ

原

和
宏

荒
木

健
二

曽
根

貫

品
川

克
弘

三
浦

勝
弘

佐
々
木
一
彰

三
上

栄
司

大
石
振
一
郎

大
崎

賢
司

課
長

課
長

課
長

課
長

米
穀
農
産
課

畜

産

課

三
浦

誠
二

監

査

部

澤
津

賀
一

総

務

課

企
画
管
理
課

共

済

課

ロ

ン
セ
ン
タ

金

融

課

燃

料

課

総
合
生
活
課

谷
口
由
香
里

横
宮

隆
幸

加
島

健
史

中
本

満

坂
根

明
子

沖

真
由
美

営
農
企
画
課

農
機
拠
点

セ
ン
タ

課
長

石
橋

洋
之

下
原

和
樹

上
田

健

唐
溪
由
美
子

課
長
補
佐

事
務
管
理
課

臨
時

営
農
指
導
課

課

長

ト
レ

ナ

事

務

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

鎮
波

悠
二

島
根
お
お
ち

統
括
支
店

生

活

部

営

農

部

共
済
指
導
課

共
済
指
導
課

金
融
企
画
課

営
農
企
画
課

営
農
指
導
課

次

長

常務理事地区本部長

服部　幸信

統括部長

森田　武吉

部

長

支
店
長

部

長

部

長

営
農
対
策

特
命
部
長

企
画
総
務
部

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

生
産
資
材
課

出向勤務職員

竹
下

壽
一

旭

支

店

業
務
課
長

口
羽
店

栗
原

達
也

業
務
委
託

大
和
店

日
貫
店

矢
上
店

澤
田

知
美

業
務
委
託

佐
々
木
玉
子

業
務
委
託

松
嶋

辰
巳

業
務
委
託

Ｊ
Ａ
日
貫
店
企
画
運
営
委
員
会

業
務
委
託

市
山
店

堆
肥
セ
ン
タ

畜
産
セ
ン
タ

宮
本
　
咲
織 (

兼
務)

森
田
　
武
吉 (

兼
務)

谷
口
由
香
里 (

兼
務)

日
高
公
王
紀 (

兼
務)

齋
藤
　
剛
志 (

兼
務)

セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
長

中
本
　
　
満 (

兼
務)

桜
井
昌
彦 (

兼
務)

山
豊 (

業
務
委
託)

横
宮
　
隆
幸 (

兼
務)

横
宮
　
隆
幸 (

兼
務)

加
島
　
健
史 (

兼
務)
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桜

江

支

店

支
店
長

天
川

昌
幸

課
長

椿

紀
子

金
融
共
済
課

堀

洋
子

嘱
託

帶
刀

晃
子

臨
時

柳
光

良
恵

金
融
共
済
係

係
長

大

和

支

店

支
店
長

黒
川

正
嗣

課
長

矢
渡

樹
里

金
融
共
済
課

森
岡

友
昭

三
上
由
美
子

臨
時

嘱
託

嘱
託

金
融
共
済
係

井
上
真
由
美

邑

智

支

店

支
店
長

森
脇

博
和

課
長

金
融
共
済
係

金
融
共
済
課

原

正
昭

嘱
託

森
山

七
重

臨
時

森
光

眞
美

係
長

井
川

志
保

川

本

支

店

支
店
長

漆
谷

英
男

課
長

樋
口

彰
良

金
融
共
済
係

金
融
共
済
課

森
野

茂

嘱
託

係
長

石
川

敏
子

多
代
田
靖
子

主

代

※
Ｌ
Ｐ
Ｇ
販
売
所
の
機
構

は
業
務
主
任
者

は
業
務
主
任
者
の
代
理
者

所
管

燃
料
課

松
川

始

春
木

順
博

岸
田

晃
睦

瑞
穂
ガ
ス
セ
ン
タ

臨
時

臨
時

嘱
託

臨
時

臨
時

山
前

俊
二

春
木

順
博

主 主 主 主 主

桜
江
ガ
ス
セ
ン
タ

大
和
ガ
ス
セ
ン
タ

石
見
ガ
ス
セ
ン
タ

羽
須
美
ガ
ス
セ
ン
タ

永
井

強
治

西
島

進

奥
野

弘
貴

渡
辺

真
二

梅
田

紀
芳

代 代 主 代 主

業

務

委
託
者

嘱
託

代 代

嘱
託

臨
時

業

務

委
託
者

臨
時

新
田

敏
弘

渡
邊

典
之

野
田

海
記

藤
本
さ
お
り

原
本

優
子

羽
須
美
支
店

支
店
長

日
高

賢
一

課
長

金
融
共
済
課

嘱
託

嘱
託

嘱
託

金
融
共
済
係

三
上

佳
乃

山
口

靖
司

瑞

穂

支

店

支
店
長

佐
貫

寿
範

金
融
共
済
課

課
長

金
融
共
済
係

嘱
託

嘱
託

臨
時

竹
田

由
紀

森
岡

悠
也

日
高

陸

高
橋

憂
妃

的
場

真
貴
子

木
原

辰
太
郎

臨
時

岸

尚
史

下
手

政
幸

川
本
事
業
所

大
和
事
業
所

邑
智
事
業
所

T

A

C

臨
時

臨
時

松
下

浩
之

課
長

営
農
生
活
課

課
長

桜
江
事
業
所

所
長
事

務
取
扱

所
長
事

務
取
扱

所
長
事

務
取
扱

所
長
事

務
取
扱

松
下

浩
之

黒
川

正
嗣

臨
時

係
長

臨
時

臨
時

岸

尚
史

嘱
託

下
手

政
幸

渡
辺

正
吾

永
井

強
治

服
部

亮

﨑
田

千
鶴

湯
浅

清
和

前
田

晃
弘

上
田

敏
睦

内
田

孝
夫

溝
渕

利
栄

臨
時

倉
橋

慶
三

三
上

敏
彦

臨
時

パ

ト

高
橋

啓
子

堀

幸
子

高
橋

貴
志

原
本

篤
志

三
浦

和
幸

三
浦

和
幸

松
谷

博

所
長

所
長
事

務
取
扱

瑞
穂
事
業
所

T

A

C

石
見
事
業
所

羽
須
美
事
業
所

臨
時

邑
南
営
農
生
活

日
高

孝
嗣

営
農
生
活
課

課
長

課
長

所
長
事

務
取
扱

臨
時

日
高

賢
一

臨
時

嘱
託

中
村

真
吾

上
田
秀
太
郎

栗
岡

伸

沖
田
久
美
子

山
田
留
里
子

新
田

朱
音

寺
本

一
浩

古
川
こ
ず
え

伊
藤

密
則

臨
時

係
長

日
高

佑
輔

臨
時

臨
時

臨
時

泰
中

広
樹

笠
井

直
三

瑞
穂
育
苗
セ
ン
タ

桜
江
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

川
本
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

大
和
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

大
和
育
苗
セ
ン
タ

邑
智
育
苗
セ
ン
タ

瑞

穂

加

工

場

石
見
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

瑞
穂
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

広
域
育
苗
セ
ン
タ

羽
須
美
育
苗
セ
ン
タ

石

見

支

店

支
店
長

森
橋

浩

課
長

日
野
出
智
城

金
融
共
済
課

臨
時

嘱
託

日
野
山
志
乃

嘱
託

係
長

白
須

紀
之

係
長

金
融
共
済
係

橋
野

静
子

佐
々
木
千
恵

野
田

尚
志

上
田

華
奈

嘱
託

山
田

理
恵

ブ
ロ
ッ
ク
長

ブ
ロ
ッ
ク
長

ブ
ロ

ク

邑
北
営
農
生
活

ブ
ロ

ク
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※引換券をお持ちください

「おさいふカード」
ご来場のお客様に100ポイント
　　　　　　　　　  プレゼント！

※期間中１回限り

23



令
和
４
年
産
米

今
年
の
水
稲
は
５
月
は
晴
天
の
日

が
多
く
日
中
の
気
温
が
高
め
に
推
移

し
、
降
水
量
が
少
な
く
一
部
で
は
代

掻
き
や
田
植
え
が
で
き
な
い
圃
場
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
梅
雨
明
け
は

６
月
28
日
と
例
年
よ
り
早
く
、
晴
れ

の
日
が
多
く
な
る
と
予
想
し
て
い
ま

し
た
が
、
梅
雨
明
け
後
は
曇
天
の
日

が
続
き
徒
長
ぎ
み
に
生
育
、
一
部
の

圃
場
で
は
倒
伏
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
生
育
は
お
お
む
ね
平
年
並

み
と
な
り
盆
明
け
か
ら
収
穫
が
始
ま

り
ま
し
た
。

令
和
４
年
産
米
の
検
査
は
８
月
29

日
の
石
見
地
域
を
幕
開
け
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
米

の
消
費
動
向
が
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

で
は
、
消
費
者
と
の
結
び
つ
き
米
で

あ
る
「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」
の
生

産
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
生
協

ひ
ろ
し
ま
へ
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、
関

東
を
中
心
と
し
た
「
き
ぬ
む
す
め
」

の
こ
だ
わ
り
米
穀
店
へ
の
販
売
を
引

き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
産
履
歴
の
確
認
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
米
」
の
全
量
集
荷
を
目
指
し
、

生
産
者
の
皆
様
か
ら
出
荷
契
約
を
い

た
だ
い
た
数
量
を
元
に
有
利
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
様
に

は
１
袋
で
も
多
く
の
出
荷
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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令和４年度集荷対策について

令和４年産米　島根おおち地区本部仮単価一覧表
   令和４年産米の仮単価が下記のとおり決定となりました。

品　　種 １等 ２等 ３等
邑南町産ハーブ米

コシヒカリ（Ｓ産地） 6,700 6,200
4,900

ハーブ米コシヒカリ 6,100 5,800

ハーブ米きぬむすめ
（全地区） 6,300 5,850 4,800

邑南町産コシヒカリ（上）
（Ｓ産地） 5,950

5,650

4,900
邑南町産コシヒカリ

（Ｓ産地） 5,850

コシヒカリ（上） 5,700
5,400

コシヒカリ 5,600

きぬむすめ（上） 5,600
5,300 4,800

きぬむすめ 5,500

つや姫（上）
（特別栽培米ST） 6,100

5,800 5,050つや姫
（特別栽培米ST） 6,000

ハナエチゼン 5,250 5,050 4,550

つきあかり 5,250 5,050 4,550

（2）フレコン玄米
品　　種 １等 ２等 ３等

Ｓ産地ハーブ米コシヒカリ 223 206 163
ハーブ米コシヒカリ 203 193 163
ハーブ米きぬむすめ 210 195 160

Ｓ産地コシヒカリ（上） 198 188 163
コシヒカリ（上） 190 180 163

コシヒカリ 186 180 163
きぬむすめ（上） 186 176 160

きぬむすめ 183 176 160
つや姫（ST上） 203 193 168

つきあかり 175 168 151

JAしまね米 一　般　米

品　　種 １等 ２等 ３等
コシヒカリ
（Ｓ産地） 5,350 5,150 4,650

コシヒカリ 5,100 4,900 4,400
きぬむすめ 5,000 4,800 4,300

ハナエチゼン 4,750 4,550 4,050
つきあかり 4,750 4,550 4,050

その他うるち 4,600 4,400 3,900

（1）水稲うるち玄米 （1）水稲うるち玄米30kg紙袋、円（税込）

kg、円（税込）

30kg紙袋、円（税込）

品　　種 １等 ２等 ３等
ヒメノモチ

6,300 5,850 5,350
ヤシロモチ

ココノエモチ
ミコトモチ
その他もち 5,800 5,350 4,850

（3）もち玄米 30kg 紙袋、円（税込）

品　　種 特上 特等 １等 ２等 ３等
五百万石 7,600 7,500 7,300 6,750 6,250
神の舞 7,600 7,500 7,300 6,750 6,250
佐香錦 8,150 8,050 7,600 6,950 6,450
山田錦 9,700 9,600 8,950 7,900 7,150
縁の舞 8,150 8,050 7,600 6,900 6,400

（2）醸造好適米 30kg 紙袋、円（税込）

※出荷契約数量を基本とし、スポット契約米は、1,500円減算となります。

※一般米：�JA米要件を満たないもの、出荷契約のないもの、生産年翌年に出荷
されたもの

※もち米へのうるち米混入は400円減算となります。
※出荷契約数量を基本とし、スポット契約米は、1,000円減算となります。�
� � � �

令和４年８月
JAしまね　島根おおち地区本部

島根おおち地区本部は、令和４年産米に対して、
下記の集荷対策を行います。

　11月末までにJAの米検査場へ
　出荷された米に対して�� １袋  　30円（税込）

　○米　集　荷　対　策　助　成　金

　12月下旬に指定口座に振込処理を行います
　○振　　　　　 込　　　　　 日

令和４年より
米袋への記載
内容が変更と
なりました。

現行の米袋（令和５年９月１日以降は使用不可） 変更後の米袋

※現行の米袋は、令和５年８月31日検査まで使用可能ですが、令和５年９月１日以降の米検査からは使用できな
くなりますので今年度中のご使用をお勧めします。

米穀農産課からのお知らせ

※Ｓ産地は邑南町産が対象です。
※1.9㎜ふるい目１等米は（上）単価です。
※検査時の水分値について、下記の価格減算があります。
　（対象品種：慣行栽培のコシヒカリ・きぬむすめの１～２等）
　　高水分（15.6％～16.0％）……上区分より250円減算
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島
根
お
お
ち
タ
マ
ネ
ギ
生
産
協
議
会
で
は
、
江
津
市
、
川
本
町
、
美
郷
町
へ
た
ま
ね
ぎ
生
産
拡
大
に
む
け
て

の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
た
ま
ね
ぎ
は
収
穫
時
期
が
早
く
水
害
を
回
避
す
る
品
目
と
し
て
期
待
が
大
き
く
令
和

３
年
度
は
４
戸
の
生
産
者
が
95
ア
ー
ル
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
今
年
６
月
に
初
め
て
の
収
穫
を
む
か
え
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
さ
ら
に
生
産
者
を
増
や
し
、
７
戸
３
７
５
ア
ー
ル
で
作
付
け
し
栽
培
を
広
げ
て
い
く
計
画
で
す
。

島
根
お
お
ち
タ
マ
ネ
ギ
生
産
協
議
会
小
松
会
長
は
「
水
害
を
経
て
た
ま
ね
ぎ
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
、
一

定
の
成
果
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。
た
ま
ね
ぎ
栽
培
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
。
生
産
拡
大
を
し
て
い
く

う
え
で
関
係
機
関
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
に
向
け
て
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
力
強
く
要
望
さ
れ

ま
し
た
。

管
内
畜
産
農
家
（
農
場
）
と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
管

内
４
市
町
に
対
し
、
畜
産
飼
料
高
騰
に
か
か
る
経
営
安
定
対
策

の
強
化
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
畜
産
経
営
に
お
い
て

昨
年
よ
り
穀
物
主
要
輸
出
国
で
の
干
ば
つ
等
に
よ
る
供
給
量
の

不
安
定
が
増
す
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
海
上
運
賃
の
高

騰
、
大
幅
な
円
安
な
ど
の
影
響
で
、
飼
料
原
料
が
急
騰
し
て
お

り
畜
産
農
家
は
「
公
的
制
度
だ
け
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
。
経
営
が
持
続
で
き
る
支
援
を
頂
き
た
い
」
と
訴

え
、
各
市
町
か
ら
は
「
国
へ
の
追
加
支
援
要
望
も
行
い
、
行
政

も
独
自
の
支
援
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い

る
。
農
家
の
皆
さ
ん

も
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
経
営
安
定

対
策
を
一
緒
に
検
討

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
力
強
く
お
応
え
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
江
津
市
で
は
あ

わ
せ
て
肥
料
高
騰
対

策
に
つ
い
て
も
支
援

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

「
島
根
お
お
ち
タ
マ
ネ
ギ
生
産
協
議
会
」

市
町
へ
要
望

管
内
市
町
へ
飼
料
高
騰
に

か
か
る
支
援
要
請

10
８月

22
８月

・

江津市

美郷町

川本町

美郷町　要望書を手渡す西槇美郷町肉用牛改良組合長

10
８月

22
８月

・

４
７月

１
８月

・
・
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入賞した前田TAC（前列右より３人目）と
石川TAC（前列右より５人目）

地
域
農
業
の
担
い
手
支
援
活
動
を
行
う
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
の
情
報
共
有

と
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会

が
出
雲
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
15
名
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
島

根
お
お
ち
地
区
本
部
邑
北
営
農
生
活
ブ
ロ
ッ
ク
の
前
田
晃
弘
Ｔ
Ａ
Ｃ
の

発
表
が
「
優
秀
賞
」
に
、
邑
南
営
農
生
活
ブ
ロ
ッ
ク
の
石
川
敏
子
Ｔ
Ａ

Ｃ
の
発
表
が
「
特
別
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

前
田
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
「
ピ
ー
マ
ン
次
郎
物
語
第
２
章
」
と
題
し
て
、
川
本

町
の
農
業
生
産
力
向
上
を
目
的
に
ピ
ー
マ
ン
栽
培
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
、

ピ
ー
マ
ン
次
郎
農
園
の
栽
培
実
証
圃
の
設
置
、
Ａ
コ
ー
プ
か
わ
も
と
店

産
直
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

石
川
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
「
担
い
手
の
将
来
と
・
・
担
い
手
の
架
け
橋
・
・
」

と
題
し
て
、
農
業
法
人
が
抱
え
る
課
題
「
高
齢
化
」
と
「
後
継
者
不

足
」
に
対
し
て
、
後
継
者
不
足
で
悩
む
農
業
法
人
と
地
元
で
就
農
し

た
い
研
修
生
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
新
た
な
就
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
確
立
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
両
発
表
と
も
審
査
員
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
、
11
月
に
開
催

を
予
定
さ
れ
て
い
る
全
国
大
会
へ

島
根
県
代
表
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー

さ
れ
ま
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
は
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

担
い
手
農
家
に
寄
り
沿
い
、
課
題

解
決
に
向
け
て
提
案
し
、
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
く
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
（
三
浦
秀
樹
会
長
）
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根

お
お
ち
地
区
本
部
は
こ
の
程
、
令
和
４
年
産
ハ
ー
ブ
米
・
つ
や
姫
出
荷
説
明
会

と
令
和
５
年
産
取
組
説
明
会
を
管
内
７
カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

以
上
、
４
項
目
に
つ
い
て
説
明
と
確
認
が
さ
れ
た
他
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
県
央
事
務
所
邑
智
農

業
部
よ
り
令
和
４
年
産
の
栽
培
概
要
と
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
産
か

ら
初
中
期
一
発
除
草
剤
が
「
ゼ
ー
タ
プ
ラ
ス
」
に
変
更
す
る
こ
と
等
、
栽
培
暦
の
変
更
点
も
周
知
し
ま
し
た
。

今
回
、
生
産
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
来
年
度
の
取
組
に
反
映
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

令
和
４
年
度
山
陰
ブ
ロ
ッ
ク

Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会

令
和
４
年
産
ハ
ー
ブ
米
・つ
や
姫
出
荷
説
明
会
お
よ
び

令
和
５
年
産
取
組
説
明
会
を
開
催
！

16
8月

26
8月

〜

18
８月

現
在
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
営
農
部
で
F
ａ
ｃ
ｅ 

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
運
営
を
し

て
い
ま
す
。
島
根
お
お
ち
の
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
皆
様
の
さ
り
げ

な
い
１
日
に
１
つ
楽
し
み
が
増
え
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
ハ
ー
ブ
米
に

関
す
る
話
題
の
投
稿
、
他
に
も
普
段
の
生
活
の
中
で
発
見
し
た
こ
と
、
気
が
付
い
た
こ
と
も

投
稿
し
て
い
ま
す
。
皆
様
が
栽
培
さ
れ
た
お
米
を
、
全
国
の
お
米
屋
さ
ん
、
消
費
者
の
み
な

さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
石
見
高
原
お
お
ち
ハ
ー
ブ

米
」
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
産
ハ
ー
ブ
米
・
つ
や
姫
出
荷
の
注
意
点
と
し
て
、

　

①
特
別
栽
培
農
産
物
に
係
る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
シ
ー
ル
添
付
の
確
認

　

②
Ｏ
Ｃ
Ｒ
（
栽
培
履
歴
）
の
出
荷
５
日
前
提
出

　

③
環
境
直
接
支
払
い
交
付
金
支
払
い
要
件
と
し
て
、
ク
ロ
ー
バ
ー
播
種
量
10
ａ

　
　

当
た
り
１
・
５
ｋｇ
を
厳
守

　

④
ク
ロ
ー
バ
ー
を
春
播
種
し
た
場
合
、
２
ヶ
月
以
上
の
栽
培
期
間
と
み
ど
り
の

　
　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る

石
見
高
原
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米「
Fａ
ｃ
ｅ 

ｂｏ
ｏ
ｋ
」に
つ
い
て

ブ

ッ

ク

フ

ェ

イ

ス
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接戦を繰り広げる瑞穂ナイン

準優勝の瑞穂スポーツ少年団野球部（右）

守りに向かう瑞穂ナイン

服部本部長が賞状を授与

第
39
回
Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
島
根

県
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
の
江
津
・
邑
智
地
区
予
選

が
江
津
市
民
球
場
で
開
催
さ

れ
、
出
場
し
た
５
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
管
内
か
ら
は
４

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
瑞
穂
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
（
邑

南
町
）
が
見
事
決
勝
に
進
出

し
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
江

津
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
（
江
津
市
）
と
白
熱

し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
敗
れ
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。
選
手
の
皆
様
に
は

連
日
猛
暑
の
な
か
で
一
生
懸

命
戦
っ
た
経
験
が
成
長
の
糧

に
な
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

ま
た
応
援
い
た
だ
い
た
保
護

者
の
皆
様
、
お
世
話
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様

に
対
し
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
ゆ
と
り
倶

楽
部
第
４
回
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
今

回
は
講
師
に
邑
南
町
戸
河
内
の
藤
川
玲
子

さ
ん
と
阿
須
那
の
森
光
美
佐
子
さ
ん
を
お

招
き
し
、
絵
手
紙
を
習
い
ま
し
た
。
は
じ

め
に
先
生
か
ら
絵
手
紙
に
必
要
な
用
具
と

描
く
た
め
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
線
の
描
き
方
、
筆
の
持

ち
方
、
線
を
引
く
速
度
、
常
に
穂
先
を
整

え
て
か
ら
書
く
な
ど
の
基
本
を
習
い
、
半
紙
に
直
線
や
曲
線
を
ゆ
っ
く
り
描
く
練
習

を
し
ま
し
た
。
続
い
て
絵
の
描
き
方
で
は
、
実
物
を
良
く
見
て
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え

て
か
ら
描
く
。
筆
は
ゆ
っ
く
り
、線
は
力
強
く
ハ
ガ
キ
い
っ
ぱ
い
に
描
く
な
ど
を
聞
き
、

各
々
持
参
し
た
題
材
の
野
菜
、
花
な
ど
を
ハ
ガ
キ
に
描
い
て
い
き
ま
し
た
。
受
講
生

は
何
度
も
ハ
ガ
キ
か
ら
題
材
へ
と
目
を
移
し
、
息
を
つ
め
な
が
ら
真
剣
に
筆
を
運
び

ま
し
た
。
次
に
彩
色
で
は
、
立
体
感
が
出
る
よ
う
淡
い
色
か
ら
濃
い
色
へ
と
色
を
重

ね
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
に
絵
柄
か
ら
連
想
さ
れ
る
思
い
を
込
め
た
言
葉
を
書
き
入

れ
て
落
款
代
わ
り
に
サ
イ
ン
を

し
て
完
成
し
ま
し
た
。
緊
張
し

て
い
た
受
講
生
も
「
何
と
か
絵

手
紙
が
出
来
て
良
か
っ
た
」
な

ど
と
笑
顔
が
弾
け
ま
し
た
。
先

生
か
ら
「
題
材
は
何
で
も
良
い

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
秋
の
草
花

が
咲
き
始
め
ま
す
の
で
気
軽
に

描
い
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
島
根
県
学
童
軟
式
野
球
選
手
権

地
区
予
選
の
開
催

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
４
回
講
座
開
講

17
８月

30
7月

31
7月

・
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頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 100 774,400 254,100 544,489 
ヌキ 145 814,000 344,300 603,058 
合計 245 579,152 

島根おおち
メス 12 614,900 426,800 548,075 
ヌキ 24 767,800 344,300 560,050 
合計 36 555,824 

瑞 穂
メス 3 573,100 526,900 547,800 
ヌキ 1 640,200 640,200 640,200 
合計 4 570,900 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0  0 0 0

石 見
メス 2 507,100 500,500 503,800 
ヌキ 6 710,600 344,300 569,617 
合計 8 553,163 

川 本
メス 1 602,800 602,800 602,800 
ヌキ 4 641,300 434,500 527,450 
合計 5 542,520 

邑 智
メス 3 566,500 426,800 515,167 
ヌキ 11 767,800 413,600 559,400 
合計 14 549,922 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス 3 614,900 553,300 592,533 
ヌキ
合計 3 592,533 

県外移出率県外移出率

45.02%合計合計28.08%去勢去勢雌雌 68.57%

中央“急落”
令和４年８月子牛市場成績表

本県8月の子牛市場は、中央で開設し245頭の取引があり、平均
価格は、雌544,489円（前回比30千円安）、去勢603,058円（前
回比80千円安）、平均579,152円（前回比60千円安）で“急落”
の取引となりました。
今月は猛暑の影響で全体にばらつきも大きく、一部足の腫れた
牛も見受けられました。特に、雌のばらつきが大きく発育の良い
牛、悪い牛の価格差が顕著に表れました。また、枝肉価格の低下、
飼料高騰等により一部購買者の買い控えも見受けられました。
枝肉相場においては、コロナの再拡大に伴い外食店の予約キャ
ンセルが相次いでおり、引き合いは弱く相場は弱基調となる見込
みです。
このような状況で、相変わらず、穀物、乾草、稲わら価格の高
騰が肥育農家の経営を圧迫しています。事態の早期収束を願いま
す。
産地としては、繁殖農家での飼養頭数の維持・拡大及び後継者
づくりに地域を挙げて取り組み、購買者が島根県内各子牛市場へ
安心して購買に来て頂けるような体制づくりが必要です。
畜産農家・関係団体と一体となり、和牛肉消費に協力しこの難
局を乗り切りましょう。
また、子牛の品質面においても、「しまね和牛子牛飼い方の手引
き」を活用し、「①元気で発育良好な牛、②余分な脂肪のついてい
ない牛、③肋張のいい牛、④肢蹄のしっかりした牛」を上場する
ことで、購買者に好まれる子牛市場となるよう、関係団体が一体
となって取り組み、「子牛の品質向上」に努めることが重要です。

支店
だよ
り支店

だよ
り 大 和 支 店桜江支店

大和支店管内の宮内地区の畦畔文字アートをご紹介します。
このアートは、地元の有井昌晃さん、尾原邦夫さん、松嶋辰巳さん、

漆谷和昭さんが十数年前から制作されており、JA地域活性化活動にお
いても表彰されています。

草の成長が旺盛な春から夏にかけては、熱中症対策、コロナウイル
ス対策などをしながら頻繁に草刈り作業を実施されます。仲良し４人組
の活動に敬意を表しご紹介いたします。

桜江支店では来年２月上旬までの間、管内４
地区の女性部員の皆様が「匠の技」を展示され
ます。川戸地区の展示が８月９日をもって終わ
り、現在は谷住郷地区の展示に切り替わってい
ます。

谷住郷地区の「匠の技」は10月初旬まで週
替わりで展示され、毎週新たな展示物がお楽し
みいただけます。是非、
支店窓口にお越しいた
だきご覧ください。

１．「年金受給者友の会総会」
　　 10月20日（木）11：00～　三瓶温泉国民宿舎　さんべ荘
２．「年金相談会」
　　 11月26日（土）９：00～12：00　大和支店

１．「米の検査スタート」　９月１日～　粕渕米倉庫
２．「秋の総合展示会」
　　 10月15日（土）・16日（日）・17日（月）　いこいの村しまね

桜江支店桜江支店
「おもてなしプロジェクト」開催中‼「おもてなしプロジェクト」開催中‼

大和支店からのお知らせ

邑北営農生活ブロック大和事業所からのお知らせ
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農 だ よ り営

りん酸・加里を減肥しても収量、品質に大きな影響がない水田であると考えられます。
りん酸・加里を抑えた肥料を使った栽培を試みてください。

りん酸・加里を抑えた肥料を使えるかどうかの簡易判定を行います。上から順にチェッ
クしてください。

※地域の代表的なほ場を JAが土壌分析しますので、その結果も参考にしてください。

はい

収 量 □　地域の標準的なほ場と同等の収量が確保出来ている。

はい

施 肥 量 □　過去３年間、地域の栽培暦に示されているりん酸・加里の
　　施肥量、又はそれ以上を施用している。

はい

土づくり □　コンバインわらの全量還元、又は堆肥を１トン以上入れて
　　いる。（２年以上連続で）

はいいずれの項目も

土壌条件 □　ほ場整備後５年以上経過している。
□　作土の土性は砂質ではない。
□　黒ボク土壌ではない。
□　漏水田ではない。

はいいずれの項目も

地帯区分 □　標高 300m以下のほ場である
□　初期生育は良い。 いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

従
来
通
り
の
施
肥
管
理
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
肥
料
コ
ス
ト
低
減
の

観
点
か
ら
り
ん
酸
・
加
里
を
抑
え
た
肥
料
の
施
用
も
土
壌
分
析
結
果
を

含
め
総
合
的
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

水稲肥料高騰に対する島根おおち地区本部の取組について水稲肥料高騰に対する島根おおち地区本部の取組について
世界的な肥料原料の高騰に伴い令和３年～４年にかけ肥料価格が高騰する中、JAは肥料コスト低減対策として「り
ん酸」「加里」成分を抑えた肥料を稲作暦の施肥設計に取り入れます。これにより西部農林水産振興センターとJAし
まねは連携協力して従来の肥料設計よりコストを下げた肥料が使用できるか判断する指標として「りん酸・加里を減
肥するためのチェックリスト」の確認と「土壌分析」を実施することとします。
８月外勤日で下記様式のチェックリストと土壌分析用サンプル提出用封筒を配布しましたので、期日までに提出
してください。12月頃に分析結果を送付し、１月の肥料注文の指標とします。

提出期限：令和４年９月 20 日　　提出場所：各営農生活ブロック事業所

②土壌分析サンプルについて
・代表圃場を選定し、生産者１戸に対し１サンプル提出してください。
・サンプルは採取方法をご確認の上よく乾燥させた後、砕いてフルイに通した土を提出してください。
・ワラや刈草、小石や土の塊など混入しないでください。
・提出する量目：おおむね100g
・土壌分析する項目：りん酸・加里
・土壌分析料金は無料です。
・茶封筒表紙の記載事項を記入してください。

①りん酸・加里を減肥するためのチェックリスト
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農 だ よ り営

秋主要野菜の管理について秋主要野菜の管理について
●白ねぎ
もうすぐ出荷です！軟白部分30cmを確保してください!!
◎止土作業　⇒　35cmの高さまで。最後は手で寄せることも必要です
◎さび病・べと病・ボトリチス葉枯症の予防徹底！病気の発生前の予防から行いましょう

薬剤名 適用害虫 希釈倍率 使用時期 使用回数

グレーシア乳剤 シロイチモジヨトウ・アザミウマ類・ハモグ
リバエ類・ネギコガ・クロバネキノコバエ類 2000～3000倍 収穫７日前まで ２回以内

シグナムWDG ベと病・さび病・黒斑病 1500倍 収穫７日前まで 3回以内

ロブラール水和剤 黒斑病・ボトリチス葉枯症 1000～1500倍 収穫14日前まで 3回以内

薬剤名 適用害虫 希釈倍率 使用時期 使用回数

プレオフロアブル ネギアザミウマ、シロイチモジヨトウ 1000倍 収穫３日前まで ４回以内

アミスター20フロアブル べと病・黒斑病・葉鞘腐敗病 2000倍 収穫３日前まで ４回以内

ロブラール水和剤 黒斑病・ボトリチス葉枯症 1000～1500倍 収穫14日前まで ４回以内

○９月中の防除

○10月中の防除

●広島菜
◎定植後に乾燥が続く場合は活着するまでかん水が必要です（高温時には特に注意！）
◎生育初期、害虫を早期発見し防除を徹底する　　防除の際は液肥を混ぜる!!

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数

フェニックス顆粒水和剤 コナガ類 2000～4000倍 収穫前日まで ２回以内

プレバソンフロアブル５ コナガ　※長い残効性が期待できる 2000倍 収穫前日まで ２回以内

アニキ乳剤 キスジノミハムシ・コナガ・ハスモンヨトウ 1000～2000倍 収穫前日まで ３回以内

ブロフレアSC アオムシ・コナガ・キスジノミハムシ 2000～4000倍 収穫前日まで ３回以内

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数

ダコニール1000 白斑病（定植20日後散布） 1000倍 収穫28日前まで ２回以内

ロブラール水和剤 白斑病（１回目の２週間後散布） 1000倍 収穫14日前まで ２回以内

　◎白斑病対策：発生の要因は肥料切れ（追肥が遅れないように注意）
　　⇒予防の徹底・定期的な液肥散布

　※展着剤（スカッシュ1000倍）、液肥を混用する。
！重要！ 追肥を行う場合はNK808（NK2）を４kg/a、定植20日頃とその20日後の２回行う。

！重要！ 白斑病が発生すると重い外葉を取って出荷となるので収量が大幅に減ります！
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農 だ よ り営

管内で生産された白ねぎの出荷が始まります‼生産者の皆様と営農指導員で以下の
確認を行い、良品質な白ねぎを出荷しましょう‼

●ブロッコリー
◎まだまだ病害虫の被害が心配な時期です。定期的に防除の徹底を！

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数
ブロフレアSC アオムシ・コナガ・ヨトウムシ 2000～4000倍 収穫前日まで ３回以内

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数
スターナ水和剤 軟腐病・黒腐細菌病 2000倍 収穫14日前まで ２回以内

シグナムWDG
菌核病・黒すす病 1500倍

収穫７日前まで ２回以内
ベと病 1500～2000倍

※ジュリボフロアブルもしくはプレバソンフロアブル（育苗時散布）の効果は約１ヶ月です。

●あすっこ
◎圃場の準備の確認　⇒　アブラナ科連作圃場（ネコブ病が心配な圃場）では
　⇒ミネラルＧ散布の徹底（pHを高めることでネコブ病発生抑制）
　⇒オラクル粉剤　20～30kg/10a　全面土壌混和　
◎定植は根鉢1cm程度隠れる程度の深さで植える
　（風による活着不良を防ぐため）
◎ネキリムシ対策（定植後株元散布）　！注意！ネキリエースＫは使えません

薬剤名 適用病害虫 倍率 使用時期 使用回数

ブロフレアSC アオムシ・コナガ・キスジノミハムシ・オオタ
バコガ・ハイマダラノメイガ・ハスモンヨトウ 2000～4000倍 収穫前日まで ３回以内

アルバリン顆粒水溶剤
キスジノミハムシ 2000倍

収穫３日前まで ２回以内
アブラムシ 3000倍

薬剤名 適用病害虫 使用量 使用時期 使用回数
ガードベイトＡ ネキリムシ（株元散布） ３kg/10a 生育初期 ３回

◎生育初期10月中は害虫を早期発見し防除を徹底する

1cm程度の
深さで植える

子葉を埋めない

白ねぎ出荷始まります !!白ねぎ出荷始まります !!

□　農薬（収穫前日数・使用基準）の基準は守られていますか
□　軟白30cm確保出来ていますか
□　葉に病害虫被害はありませんか
□　出荷に必要な葉数（３～５枚）は確保できていますか
□　軟白部分は曲がっていませんか
全ての□にチェックが入れば出荷スタートです‼

良品質な白ねぎの出荷をしていきましょう‼

白ねぎ出荷確認表
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２．異動【令和４年９月１日付】

新任部署・職位 氏　　　名 旧任部署・職位

　本店・地区本部間異動

企画総務部　次長 元根　正規 本店　畜産部　部長

本店　金融部　事務管理課　課長補佐 唐溪由美子 羽須美支店　金融共済課　課長

　地区本部内異動

羽須美支店　金融共済課　課長 野田　海記 川本支店　金融共済課　課長

川本支店　金融共済課　課長 樋口　彰良 邑智支店　金融共済課　課長

邑智支店　金融共済課　課長 森山　七重 大和支店　金融共済課　課長

大和支店　金融共済課　課長 森岡　友昭 瑞穂支店　金融共済課

邑北営農生活ブロック営農生活課　課長 
兼桜江事業所長事務取扱 岸　　尚史 邑南営農生活ブロック営農生活課　課長

兼瑞穂事業所長事務取扱

邑南営農生活ブロック営農生活課　課長 
兼瑞穂事業所長事務取扱 三浦　和幸 邑北営農生活ブロック営農生活課　課長

兼桜江事業所長事務取扱

営農部　営農企画課　係長 石橋　洋之 石見支店　金融共済課　係長

営農部　米穀農産課 山田　洋子 生活部　燃料課　石見燃料センター

１．退職【令和４年８月31日付】

退職事由 氏　　　名 現部署・役職 職員区分

雇用期間満了 宇津田美鈴 瑞穂支店　金融共済課 嘱託職員

雇用期間満了 柘植由紀子 営農部　畜産課 臨時職員

雇用期間満了 井川　道也 営農部　畜産課　食肉加工センター 臨時職員

雇用期間満了 渡辺　篤夫 邑北営農生活ブロック営農生活課 臨時職員

雇用期間満了 岸　　　茂 生活部　燃料課　瑞穂燃料センター 臨時職員

人事 異 動 のお 知らせ人事 異 動 のお 知らせ

長い間ありがとうございました
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新任部署・職位 氏　　　名 旧任部署・職位

営農部　米穀農産課 日高　美樹 羽須美支店　金融共済課

営農部　生産資材課 原田　由紀 営農部　米穀農産課

生活部　燃料課　石見燃料センター 青木　克博 営農部　米穀農産課

統括支店　金融課 岩谷　　恵 石見支店　金融共済課

邑南営農生活ブロック営農生活課　係長 高橋　貴志 営農部　営農企画課　係長

邑南営農生活ブロック営農生活課　TAC 原本　篤志 営農部　営農企画課

邑北営農生活ブロック営農生活課 内田　孝夫 営農部　生産資材課

瑞穂支店　金融共済課 森岡　悠也 大和支店　金融共済課

羽須美支店　金融共済課 藤本さおり 川本支店　金融共済課

羽須美支店　金融共済課 原本　優子 統括支店　金融課

石見支店　金融共済課　係長 白須　紀之 邑南営農生活ブロック営農生活課　係長

石見支店　金融共済課 野田　尚志 羽須美支店　金融共済課

石見支店　金融共済課 山田　理恵 桜江支店　金融共済課

川本支店　金融共済課 石川　敏子 邑南営農生活ブロック営農生活課　TAC

川本支店　金融共済課 多代田靖子 桜江支店　金融共済課

邑智支店　金融共済課 井川　志保 川本支店　金融共済課

大和支店　金融共済課 矢渡　樹里 邑智支店　金融共済課

桜江支店　金融共済課 柳光　良恵 石見支店　金融共済課

桜江支店　金融共済課 椿　　紀子 石見支店　金融共済課

企画総務部　総務課付（育休） 長谷川和子 桜江支店　金融共済課
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今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介

島根おおち
地区本部

問い合わせ先 総務課 ☎83-1802

女 性 部 が 行 く

瑞
穂
支
部
「
料
理
教
室
」
開
催

　

島
根
お
お
ち
女
性
部
瑞
穂
支
部
（
住
金
末
子
部
長
）
で
は
、
邑
南
町
の
健

康
セ
ン
タ
ー
元
気
館
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
お

か
ら
」食
物
繊
維
が
豊
富
で
低
カ
ロ
リ
ー
、高
た
ん
ぱ
く
な
健
康
食
材
を
使
っ

て「
卯
の
花
の
煎
り
煮
」、「
お
か
ら
ナ
ゲ
ッ
ト
」、「
お
か
ら
ハ
ン
バ
ー
グ
」、「
お

か
ら
の
ポ
テ
サ
ラ
風
サ
ラ
ダ
」、「
お
か
ら
汁
」
の
５
種
類
の
お
か
ら
料
理
と

「
エ
ダ
マ
メ
と
ヒ
ジ
キ
の
炊
き
こ
み
ご
飯
」を
作
り
ま
し
た
。住
金
部
長
の「
今

日
は
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
料
理
を
作

り
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
の
あ
と
４
人
一

組
に
分
か
れ
調
理
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

今
回
は
メ
ニ
ュ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
使
う
食
材

が
多
く
、
混
乱
し
そ
う
で
し
た
が
、
さ
す

が
は
女
性
部
、
手
際
よ
く
仕
上
げ
お
昼
に

間
に
合
い
ま
し
た
。
試
食
で
は
「
お
か
ら

も
こ
う
す
れ
ば
美
味
し
い
ね
」「
サ
ラ
ダ
は

あ
っ
さ
り
し
て
良
い
」
な
ど
と
批
評
を
交

え
な
が
ら
和
や
か
に
料
理
教
室
を
終
了
し

ま
し
た
。

◇
日
が
短
く
な
り
ま
し
た
。
蒸
し
暑
い
日
々
で
し
た
が
や
っ
と
朝
夕
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
す
。
栗
に
新
米
ｅ
ｔ
ｃ
、
夏
で
疲
れ
た
身
体
を
美
味
し
い
食
べ
物

が
癒
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。
楽
し
み
で
す
。　
　
　
　
　

 

川
本
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

60
代

●
今
年
の
夏
は
と
て
も
蒸
し
暑
く
て
食
欲
も
減
退
し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
収
穫
の
秋
「
ぶ

ど
う
」「
な
し
」「
栗
」「
い
ち
じ
く
」「
り
ん
ご
」
な
ど
果
物
好
き
に
は
た
ま
り
ま
せ
ん
‼
考

え
た
だ
け
で
も
癒
さ
れ
ま
す
。

◇
息
子
と
通
勤
農
業
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
1
/
3
は
「
法
人
」
へ
、2
/
3
を
「
は
で
干
し
」

で
や
っ
て
い
ま
す
。昨
年
は
イ
ノ
シ
シ
に
12
ａ
や
ら
れ
大
変
で
し
た
。今
年
は
電
牧
、金
あ
み
、

ト
タ
ン
で
厳
重
に
囲
い
ま
し
た
が
一
部
入
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
ま
で
農
業
が

出
来
る
か
と
不
安
、
美
味
し
い
お
米
、
野
菜
を
孫
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
‼

広
島
県
三
次
市　

Ｆ
さ
ん　

70
代

●
通
勤
だ
と
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
防
ぐ
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
ね
。
防
備
は
完
璧

の
は
ず
な
の
に
悔
し
い
こ
と
で
す
。
で
も
、
お
孫
さ
ん
の
た
め
引
き
続
き
美
味
し
い
お
米
と

野
菜
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

◇
昨
年
か
ら
野
菜
作
り
を
は
じ
め
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
。「
チ
ン
ゲ

ン
サ
イ
」
の
作
り
方
参
考
に
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　

 

桜
江
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

70
代

●
今
年
の
野
菜
の
作
柄
は
い
か
が
で
す
か
。
種
ま
き
、
植
え
付
け
時
期
に
は
雨
が
少
な
く
大

変
で
し
た
ね
。「
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
」
の
栽
培
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
立
派
な
「
チ
ン

ゲ
ン
サ
イ
」
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
よ
‼

◇
「
し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
」
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。「
南
瓜
と
豚
肉
の
甘
辛
焼
き
」
と
て

も
美
味
し
く
で
き
ま
し
た
。
季
節
の
野
菜
レ
シ
ピ
色
々
教
え
て
く
だ
さ
い
。
１
日
３
０
０
ｇ

の
野
菜
摂
取
心
が
け
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

邑
智
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

70
代

●
「
南
瓜
と
豚
肉
の
甘
辛
焼
き
」
美
味
し
く
て
良
か
っ
た
で
す
。
食
材
に
は
疲
労
回
復
に
良

い
豚
肉
、免
疫
ア
ッ
プ
に
良
い
南
瓜
、薬
味
的
な
細
ね
ぎ
、青
じ
そ
、調
味
料
に
酢
や
コ
チ
ジ
ャ

ン
な
ど
が
使
っ
て
あ
っ
て
、
暑
い
時
期
に
食
べ
よ
い
一
品
で
し
た
。
美
容
と
健
康
の
た
め
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
野
菜
の
摂
取
は
大
切
で
す
ね
‼

29
８月
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【お問い合わせ先】
JAしまね　瑞穂支店

（0855）83-1131
もしくはお近くのJA各支店へ･･･

少子高齢化が原因で年金制度が破綻することはありませんが、今
後の年金額が減っていくことは避けては通れないかもしれません。
減りつつある年金を補う対策として、各々が資産運用に取り組む
意義は今後増々強まっていくのではないでしょうか。
資産運用のご相談はJAの専門職員にお任せください‼
ご相談をお待ちしております‼
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10月の行事予定

10月の外勤日

組合員・利用者の
みなさまへ

JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

知って得する農業者年金
農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に

加入して安心で豊かな老後を！

この他にも　まだまだお得なポイントがあります。
最寄りの農業委員会か JAまたは農業者年金基金にお問い合わせください。

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です。
年間60日以上農業に従事している、国民年金の第１号被保険者（保険料免除者を除く。）である20歳以上60歳
未満の方、又は60歳以上65歳未満の国民年金の任意加入者が加入できます。

ポイント❶

一定の要件を満たす方には、月額最大１万円の保険料の国庫補助
認定農業者又は認定就農者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など、一定
の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高１万円、通算で最大216万円）があ
ります。
この国庫補助は、経営継承など一定の要件を満たせば、将来特例付加年金として受給できます。また、経営継承
の時期についての年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

ポイント❷

保険料は全額社会保険料控除の対象など、生涯を通じて大きな節税効果
支払った保険料は、同一生計の家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・個人住民税・復
興特別所得税が節税になります。（支払った保険料の15％～30％程度が節税）。

ポイント❸

10月年金相談会 羽須美支店　10/6（木）15：00 ～ 19：00
石見支店　　10/22（土）9：00 ～ 12：00

　棚卸業務のため下記のとおり窓口業務を臨時休業とさせて
いただきます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますよ
うお願い申しあげます。

臨時休業日　　令和 4年 10月 3日（月）
営農部・生産資材課・各営農生活ブロック事業所

臨時休業のお知らせ
10月19日 ゆとり倶楽部

９：30～11：30
場所：島根おおち地区本部
内容：「シナプソロジー」

15日（土）・17日（月）・18日（火）

水
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